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トヨタ記念病院から

地域の先生方へ

内科と外科の連携で総合的・シームレスな治療を進めます。

呼吸器疾患診療に関してお気軽にご相談ください。
呼吸器疾患診療 特集

急性や慢性の呼吸器疾患の診断・治療はもちろんのこと、呼吸
リハビリテーション、在宅酸素療法、CPAP療法、肺炎球菌ワク
チン接種など総合的な呼吸器診療を行っています。
呼吸器内科・呼吸器外科でセンター制をとっており、放射線
科・腫瘍内科・リハビリテーション科・緩和ケアチームとも連
携し、早期からの総合的な診療を実践しています。
がん診療においてはPET-CTでの正確な病期診断に加え、サイ
バーナイフによる放射線治療、分子標的薬や免疫チェックポイ
ント阻害薬による治療、加えて2019年からはロボット支援手術
（ダビンチ手術）も導入し、さらなる低侵襲・高精度で最新鋭
の治療が提供できるようになりました。

間質性肺疾患の総合的評価と治療の充実 / 呼吸器内科

呼吸器内科 科部長
木村 元宏
Motohiro KIMURA

主な専門領域／呼吸器疾患全般、びまん性肺疾患
免許取得／2004年医学博士
日本内科学会総合内科専門医、認定内科医
日本呼吸器学会呼吸器専門医、指導医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医
日本アレルギー学会アレルギー専門医
身体障害者福祉法による指定医（障害者認定申請）
PEACE緩和ケア研修会ファシリテーター

間質性肺疾患は急性期から慢性期まで様々
な疾患が含まれます。慢性期については、
抗線維化薬が保険適応となり疾患進行を抑
えることが可能になりました。
当院では胸部CT以外にも生理検査室やリ
ハビリ部門と連携し、肺機能検査、6分間
歩行テスト、呼吸筋力、下肢筋力、健康関
連QOLなどを測定し、多面的かつ経時的に
患者さまの病態を把握し、最善の慢性期の
治療に結び付ける努力をしています。
2015年以降、肺機能検査、6分間歩行テス
トの施行数は飛躍的に増加し、抗線維化薬
の使用実績も着実に増えています。この薬
が有効な代表的な疾患は、特発性肺線維症
ですが、近年は特発性肺線維症以外の間質
性肺疾患に対しても、抗線維化薬の治療を
積極的に行っています。
膠原病関連間質性肺疾患や急性/亜急性の
間質性肺疾患に対してはステロイドパルス
療法、ステロイドと免疫抑制剤による維持
治療を積極的に行っています。

《間質性肺疾患 診療実績》
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院内連携を強化し集学的かつ最新医療の提供：肺・縦隔腫瘍

呼吸器外科では、肺悪性腫瘍、気胸、縦隔腫瘍
など胸部・呼吸器に関する疾患の手術・治療を
行っています。
肺悪性腫瘍に対する手術は、主に胸腔鏡手術を
行っていましたが、2019年より低侵襲かつ精密
な手技が可能な「ダビンチXi」を用いたロボッ
ト支援手術を導入しています。また、縦隔腫瘍
（良性、悪性）に対する手術も、2021年よりロ
ボット支援手術を導入しています。2022年は、

11月末時点で42例（肺：33例、縦隔：9例）
のロボット支援手術を実施しており、実績を伸
ばしています。
肺がん手術症例は肺がん地域連携パスを利用し、
情報を共有させていただきますので、引き続き
ご協力の程、よろしくお願い致します。

呼吸器外科 科部長
森山 悟 Satoru MORIYAMA

主な専門領域／呼吸器外科全般
免許取得／1993年医学博士
日本外科学会外科専門医、指導医
呼吸器外科専門医合同委員会呼吸器外科専門医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医、指導医
日本呼吸器学会呼吸器専門医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
名古屋市立大学医学部 臨床教授

【このニュースレターに関するお問合せ先 】
電子メールでの配信も行っております。ご希望の際は下記までお申しつけくださいませ。

患者支援センター地域医療連携グループ

豊田市平和町1丁目1番地 / 0565-74-3091 / ya-renkei@mail.toyota.co.jp
発行月：2022年12月

呼吸器内科､呼吸器外科､放射線科､腫瘍内科と連携し集学的な治療を行っています。看護師､
薬剤師も定期的にカンファレンスに参加し､最善の治療選択が行えるよう取り組んでいます。

《呼吸器外科 診療実績》

《肺悪性腫瘍 手術実績》

《縦隔腫瘍 手術実績》

＜ 手術療法 / 呼吸器外科 ＞

＜ 薬物療法 / 呼吸器内科 ＞

治療の個別化/多様化が進む中、根治不可能な肺癌
に対しても最新医療の提供を心掛けています。
従来より遺伝子変異検索を積極的に行い、EGFR,
ALK陽性肺癌に対して分子標的薬を使用してきま
したが、最近はROS1,METなどの遺伝子変異を有
する希少肺癌に対しても分子標的薬による治療を
行っています。近年は遺伝子変異陰性の肺癌を中
心に、免疫療法を取り入れた治療を積極的に導入
しています。

《分子標的薬・免疫療法 新規導入患者数》

36

21
14

12

29

15 160
12 13

30

51

32 30

0

10

20

30

40

50

60

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

分子標的薬 免疫療法

2019年 2020年 2021年

原発性肺癌 57 51 73

転移性肺癌 7 9 12

良性腫瘍 1 4 4

気胸、血気胸 28 21 36

炎症性肺疾患 1 2 1

悪性腫瘍 4 7 7

良性腫瘍 3 3 10

1 4 0

102 101 143

疾病区分

肺疾患

縦隔疾患

外傷・その他

総計


